
 

 

 

【学校教育目標】 

「自ら学び、心豊かにたくましく生きる子どもを育成する」 

横須賀市立荻野小学校 

学校だより  第２号 

令和３年 ５月 ６日 

校長 ： 山田伊久男 

  

 GW はいかがでしたか。本校では、新たに「職員室内のパーテーションの設置」と「来校者への

検温と手指消毒のお願い表示の設置」を行いました。また、小学校校長会で検討して、６月まで

は授業参観や懇談会は行わないことになりました。お子さまの様子を見ていただく機会がなか

なか設定できず、大変申し訳なく感じております。児童の成長の機会をできるだけ設定できる

ように工夫・検討し、その様子を「学校だより」等で少しでも多く発信できたらと考えておりま

す。ご理解とご協力をお願いいたします。（学校 HPのブログも更新しています） 

 

●４月１５日 遠足 

しっかりと対策を行って、低・中・高学年の３つに分かれて出かけました。 

 

【１,２年生…南葉山霊園】 

前日までの雨で、芝あそびができるかどうか心配をしていましたが、当日

はとってもいい天気で、子どもたちは元気いっぱい！南葉山霊園までの道

を歩きました。霊園に到着すると、みんながあそぶ広場に大きなハート💛

マークが！子どもたちは大喜びでした。広場では、持ってきたそりで芝滑り

を楽しんだり、タンポポやシロツメクサをつんで花束にしたり、テントウムシ

やバッタを探したり…。野原のあそびを満喫しました。 

【３,４年生…天神島】 

天神島に着いたら、館内を見学し、海の生き物の展示や、地域の漁業につ

いて学びました。その後、グループに分かれ、磯遊びを楽しみました。磯で、

小魚やヒトデ、カニ、ナマコなどの生き物をたくさん見つけ、とてもうれしそ

うでした。お弁当は残念ながらワイワイ食べられなかったですが、3，4 年生

で協力し、楽しい思い出ができたと思います。 

【５,６年生…浄楽寺・立石公園】 

子どもたちが楽しみにしていた春の遠足。昨年は、実施できなかったため、

登校してきた子どもたちの表情はみんなウキウキとし、出発を待ちきれな

い様子でした。浄楽寺では、国の重要文化財に指定されている運慶作の仏

像５体を見学。立石公園での磯遊びでは、潮だまりの中にいるたくさんの生

き物とのふれあいを楽しみました。 



 

●４月２０日 横須賀市学力学習状況調査 

 毎年、横須賀市全体で続けていますが、これまでのデータから、理科や社会については「本市

の子どもたちの得意不得意の傾向がつかめた」ため、今年からは行わず、国語と算数だけにな

りました。本校でも、理科と社会の各傾向に注目して授業をしてまいります。 

 一方、低学年の児童の傾向を調べようということで、今年は2年生も調査対象になりました。

3～5年生たちは問題用紙と解答用紙が別々ですが、2年生には、問

題の冊子自体に答えを書き込むという「配慮」がありました。それで

も、この年齢の子どもに、黙って、キョロキョロしないで、自分の力を

出し切るように、40 分間（×2 教科）、全力で取り組むようにさせる、

というのが至難の業なのは、ご理解いただけるでしょう。2 教科が終

わるころは、先生も児童も疲労困憊という様子でした。 

 

●給食の配膳が大変だ～！  

 さて、その 2 年生の話題です。1 年のときは 2 クラスでしたが、転出者がいたため今年は 1

クラスになりました。教室がぎゅうぎゅうです。春休み中に、中廊下の壁を取り壊す工事をして、

少しでも密にならないようにしましたが、実は、給食の配膳が大変なのです。今まで20人弱の

人数に配膳していたのが、一気に倍になったからです。しかも、教室にはスペースがなくて配膳

台が置けないので、隣の空き教室に配膳台を置き、そこから教室に運んでいます。大人を増員

し、児童と協力して頑張っていますが、時間がかかって困っ

ていました。そこで、調理員さんとも相談して、配膳台を 2

台用意することにしました。児童の給食係も倍にしました。

移動距離が長いので、時間は半分とまではいきませんが、

少しずつ早く準備ができるようになりました。 

 

●4月 22日 交通安全教室 

 市民部地域安全課の方が交通安全教室を行ってくださいました。3 年生は自転車の乗り方、

1 年生は横断歩道などについて学習しました。前号で SNS の危険性について述べましたが、

小学生の命にかかわる事故・事件としては、やはり交通事故が一番です。数年前には市内の信

号のある交差点で、小学生の死亡事故が起きています。本校周囲でも見守り隊の方がいてくだ

さいますが、守ってもらうのではなく、自分で自分を守る意識や行動が重要です。 

 なお、本校児童の、日常的な交通手段としての自転車やキックボードなどの使用率は、 1 年

生が32％、3年生は75％でした。高学年はもっと多いでしょう。自転

車は被害者となるケースだけでなく、お年寄りや幼児等に対しては、加

害者になるケースも報告されています。お互いに気を付けましょう。 


